
開催日時 2019年10月17日（木）•18日（金）［9：30～18：00］

「POWERING GOOD」 　それは、世界中の人々が望む良いこと（＝GOOD）にお客さまとともに全力を注ぐ日立の企業姿勢を表したメッセージです。

本イベントでは、「POWERING GOOD」に込めた私達の想いとともに、お客さまとの「協創」を通じて、世界各国で進化を続ける社会イノベーション事業

の最新の事例と取り組みを、講演、ビジネスセッション、セミナー、展示などの多彩なプログラムにて幅広くご紹介いたします。

なお、誌面でご紹介するプログラム内容は、本誌「はいたっく」をご愛読の皆さまに向け、代表的なものを取り上げています。掲載した以外にも多数の

講演などを行っていますので、オフィシャルサイトもあわせてご覧ください。ご多用のこととは存じますが、ぜひご来場賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

藤川 佳則氏
一橋大学 副学長補佐
一橋ビジネススクール 国際企業戦略専攻
MBAプログラムディレクター＆准教授

石山 洸氏
株式会社エクサウィザーズ
代表取締役社長

赤津 雅晴
株式会社 日立製作所
研究開発グループ 技師長

【モデレータ】

特別対談 1

サービスイノベーションの力 ～デジタル・AIの進化がもたらす新たな価値～
10/17（木）13:30-14:45

太田 直樹氏
株式会社 New Stories 代表
元総務大臣補佐官

佐藤 拓也氏
CODE for IKOMA 代表
YuMake合同会社 代表

北川 央樹
株式会社 日立製作所
研究開発グループ 東京社会イノベーション協創センタ長

【モデレータ】

特別対談 2

人間中心の地域社会をデザインする ～ビジョン・シビックテック・協創が導く未来～
10/18（金） 15:15-16:30

東原 敏昭
株式会社 日立製作所
執行役社長兼CEO

日立は、1910年の創業以来、技術を通じてより良い社会の実現に貢献することをめざしてきました。グローバル化、
デジタル化が進展する今、日立が考えるより良い社会とはどのような社会なのか、そして、社会イノベーション事業を
通じて、どのようにそれを実現していくのか、日立の考えや取り組みをお話しします。

Day 1
9:30-10:15 Hitachi Social Innovation is POWERING GOOD

基調講演

メリッサ・シリング氏
ニューヨーク大学
レナード・N・スターン・スクール・オブ・ビジネス教授　

※17日の一部セミナーは18:30終了となります。

偉業を成し遂げた世界的・歴史的なイノベーターたちは、なぜ複数の画期的なイノベーションを生み出すことが
できたのでしょうか。私たちは、どうすれば会社や組織でイノベーションを起こすことができるのでしょうか。
画期的なイノベーターに共通する資質、戦略思考を基に、イノベーションを起こす可能性を育てるポイントについて、
シリング氏が解き明かします。

Day 2
9:30-10:30

The Story of Great Innovators & 
How We Nurture Breakthrough Innovation in Our Lives
偉大なイノベーターたちの物語　～画期的なイノベーションの起こし方～

特別講演

会場 東京国際フォーラム（東京都千代田区）

主催 株式会社 日立製作所

入場無料・
事前登録制 https://hsiftokyo.hitachi
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KDDI株式会社
執行役員
ソリューション事業本部 ビジネスloT推進本部長

永井 真澄氏

株式会社 日立製作所
執行役常務
社会ビジネスユニットCEO

永野 勝也

【モデレータ】
名古屋商科大学ビジネススクール
教授

澤谷 由里子氏

今日、国連が掲げるSDGsや日本政府によるSociety 5.0をはじめ、さまざまな社会課題に応えるグローバルな取り組みが加速する
一方、先進的なデジタル技術により一人ひとりのQoLや幸福度を高める新たなサービスが生み出されています。
社会や産業のデジタル化が進む中、日立はデジタルソリューションによって、グローバルに広がる多彩なパートナーとともに、社会課題を
解決し、人々の暮らしに新たな豊かさを届けるための挑戦を始めています。
ここでは、世界に先駆けて新たなデジタルサービスを実現する事例を通して、社会イノベーションがめざす未来社会の姿をご紹介します。

Day 1
10：45-11：45 デジタルで価値を創出する社会イノベーション

講　演

AIやロボティクスなどを含め、急速なIoT技術の進展により、世界を舞台にした新しいサービスの開発やビジネスモデルの革新が加速
しています。
本セッションでは、多様なパートナーシップによって実現するグローバルなIoT基盤を通して創出される新たな価値について展望します。
そして、それによってもたらされる新たなビジネスの可能性、幅広い協創によるイノベーション、そこで得られるさまざまな体験価値など
について、サービス企業の視点も含めたディスカッションをおこないます。

Day 2
11:00-12:30 IoTが拓くビジネスと社会

Business Session 3

株式会社 日立製作所
執行役副社長
社長補佐（システム＆サービス事業、ディフェンス事業担当）、
システム＆サービスビジネス統括責任者兼
システム＆サービスビジネス統括本部長兼社会イノベーション事業統括責任者

塩塚 啓一

トヨタ自動車株式会社
コネクティッドカンパニー
e-TOYOTA部　海外コネクティッド企画室
室長

海貝 明道氏
うみがい あきみち
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Day 2
13：45-15：15

グローバル・ビジネス協創へ向けた取り組みと展望
～インドにおける電子決済サービス事業と国内キャッシュレス決済への示唆～

Business Session 6

（ほかご登壇者調整中）

株式会社 日立製作所
執行役常務
金融ビジネスユニットCEO

山本 二雄

【モデレータ】
株式会社 日立製作所
金融システム営業統括本部 事業企画本部
シニアエバンジェリスト

長 稔也

持続可能な未来の地球社会を築くためにSDGsを共通目標とした取り組みが加速しています。
グローバルに広がる新たな社会課題を克服するために、さまざまなステークホルダーとの協創を通じた社会・環境価値の創出が欠かせ
ません。
従来の産官学連携に加え、ここで重要なのは地域や市民とのつながりであり、そのためにはビジョンへの共鳴や課題の共有がカギとな
ります。
イノベーションの源泉となるR&Dの進化とともに、ソーシャルビジネス、アカデミア、そしてESG投資など関連セクターの代表が一堂に
会してオープンイノベーションの展望を語り合います。

Day 2
16:40-18:00

SDGs Session
SDGs達成に貢献していくオープンイノベーション

株式会社 日立製作所
理学博士
研究開発グループ 技術戦略室 室長

小池 麻子

【モデレータ】
東京大学
教養学部附属教養教育高度化機構
環境エネルギー科学特別部門
客員准教授

松本 真由美氏

アムンディ・ジャパン株式会社
ディレクター
運用本部
ESGリサーチ部長

近江 静子氏

ジャーナリスト
ユヌス・よしもとソーシャルアクション株式会社
取締役

スベンドリニ・カクチ氏
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13：00-13：4010月17日（木）

（株）日立製作所

渡邉 友範

デジタル×デザインで協創するイノベーション
15：20-16：0010月17日（木）

（株）日立製作所

中村 輝雄

データを持ってくるのか、データのところへ行くのか。
デジタル戦略を成功に導く最新のテクノロジ一

10月17日（木）13：00-13：40 10月17日（木）14：10-14：5010月17日（木）14：10-14：50
■複雑化した生命保険システムの
リノベーション
～アプリケーション開発の生産性向上の取り組み～

T&D情報システム（株）　木村 和浩 氏
（株）日立製作所　玉山 英樹

■そのデジタルトランスフォーメーション、
誰と推進しますか？
～人がつくる、人をつくる日立のデザイン思考～

（株）日立製作所　浅見 真人/松本 和己

■アメリカ心臓協会との協創による医療分野への
クラウド技術の適用事例とグローバル最新事例

アメリカ心臓協会　ジェニファー・ホール 氏
日立ヴァンタラ社　スリ・ヴァジレディ
（株）日立製作所　酒井 宏昌

10月17日（木）15：20-16：00
■データ活用の成功の秘訣は？

～実プロジェクトでの経験から学ぶ
データパイプライン成功のポイント～

日立ヴァンタラ社　アナンド・ラオ
（株）日立製作所　岩本 優香

10月17日（木）16：30-17：10
■デジタル時代におけるIT部門の
ありかたとは?
～日立IT改革事例から考察する成功のポイント～

（株）日立コンサルティング　笹田 剛宏

10月17日（木）17：00-18：30
■ビジネスモデルが変わる

～Kubernetesってどうよ～

Japan Digital Design（株）　楠 正憲 氏　
トヨタ自動車(株)　伊藤 雅典 氏　
 （株）日立製作所　岩嵜 正明/【モデレータ】中村 輝雄

10月18日（金）11：20-12：00
■言語・画像・統計処理技術を活用した
業務効率化の最前線
～金融機関の事例を中心に～

（株）日立製作所　仲田 智将

10月18日（金）13：00-13：40
■あなたのDigital Transformation
プロジェクトは大丈夫？
～現場が陥りやすい7つの誤解～

（株）日立製作所　市川 和幸

10月18日（金）14：10-14：50
■デジタルトランスフォーメーションの
実現に必要な人財とは？

（株）日立アカデミー　田中 貴博

10月18日（金）15：20-16：00
■スマートフォンで撮影するだけで
現場の課題を解決
～工事の進捗管理や原材料の在庫管理を手軽に簡単に～

（株）日立ソリューションズ　賀川 義昭

10月18日（金）15：20-16：00
■変化するビジネス環境に
知の成長をもたらすAl

（株）日立製作所　徳永 和朗

10月18日（金）14：10-14：50
■エッジコンピューティングの最新動向と
AI×制御への取り組み

インテル コーポレーション　クリスティン・ボウルズ 氏
（株）日立製作所　入江 直彦

10月18日（金）16：30-17：10
■ITジャーナリストが聞く、
クラウド戦略における日立のこれから

（株）インプレス　田口 潤 氏
（株）日立製作所　中村 輝雄

DIGITAL INNOVATION

10月17日（木）15：40-17：10 10月18日（金）13：00-13：4010月18日（金）13：00-13：40
10月18日（金）10：50-12：20
■ボードゲームで疑似体験！
セキュリティインシデント対応演習
※両日とも実施内容は同じです

（株）日立製作所　田中 栄一

■サプライチェーンの信頼性回復への挑戦
～製品・サービス不正を防ぎ、信頼でつながる社会へ～

（株）日立製作所　羽根 慎吾

■実践的な高度セキュリティ人財育成の取り組み
（株）日立ソリューションズ・クリエイト　上野 貴之

白坂 理佳
（株）日立ソリューションズ　青山 桃子

11：20-12：0010月18日（金）

（株）日立製作所

宮尾 健

事業継続に向けて進化するサイバーセキュリティ～世の中の新たな潮流と日立の具体的取り組み～

10月17日（木）11：20-12：00 10月17日（木）14：10-14：5010月17日（木）13：00-13：40
■ICカードもパスワードもいらない
便利で安全な社会
～生体情報を使った公開鍵認証基盤（PBI）と活用事例～

（株）日立製作所　高橋 健太

■制御システムセキュリティの現状と向か
うべき方向について～電力分野を中心に～

電気事業連合会　大友 洋一 氏
（株）日立製作所　中野 利彦

■工場が危ない！ サイバー攻撃から
工場を守るための日立の取り組み

（株）日立製作所　山田 勉/立花 広一

SECURITY
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（株）日立製作所　Hitachi Social Innovation Forum 2019 TOKYO事務局
TEL：03-4235-6140（9：30-12：00、13：00-17：00 土・日・祝日を除く）　E-Mail：contact.hsiftokyo.jq@hitachi.com

お問い合わせ先

10月18日（金）14：10-14：50
■高度分析を加えて「点」ではなく「面」で考える
セキュリティ運用管理～統合監視の必要性～

（株）日立システムズ　山野 浩

10月18日（金）15：20-16：00
■クラウドシフトが進む中、
考慮すべきセキュリティリスクと対策

（株）日立ソリューションズ　扇 健一

15：20-16：2010月17日（木）

西部ガス（株）

寺地 泰史 氏
日本マイクロソフト（株）

小柳津 篤 氏
（株）日立製作所

原田 宏美/髙本 真樹

未来をひらく幸せな働き方に向かって～協創と実践事例を交えて～

10月17日（木）11：20-12：00 10月17日（木）11：20-12：00
■働き方改革を加速させる
「テレワーク」環境の将来像
東京急行電鉄（株）　永塚 慎一 氏
（株）乃村エ藝社　真鍋 順一 氏
（株）日立製作所　簑輪 正樹

■働き方改革の事例と
HRアナリティクスの取り組み

（株）日立ソリューションズ　伊藤 直子

10月17日（木）16：30-17：10 10月18日（金）13：00-13：4010月18日（金）11：20-12：00
■DX時代におけるRPA導入・運用の手順書
（株）日立ソリューションズ　松本 匡孝

■働き方改革から地方創生へつながる
テレワーク社会に向けて

（株）日立製作所　荒井 達郎

■RPA運用管理における
野良ロボット抑止方法の検討と実践
～デスクトップ型1台からでも始められるRPA運用管理～

（株）中電シーティーアイ　加藤 隆仁 氏
（株）日立製作所　玉山 英樹

10月18日（金）14：10-14：50
■多様なIT機器の調達・運用を集約

～働き方改革とコア業務への集中をめざして～

みらかホールディングス（株）　茂手木 達男 氏
（株）日立製作所　望月 晶

10月18日（金）16：30-17：10
■人事の実践経験者が語る！
HRテックを活用した日立の働き方改革の実例

（株）日立製作所　大和田 順子

WORKSTYLE INNOVATION

10月17日（木）14：10-14：50
■働き方改革の成功ポイントと最新動向

～次世代の人財多様化時代に向けて～
　（株）テレワークマネジメント　田澤 由利 氏
（株）日立製作所　山根 健一

10月18日（金）16：30-17：10
■製造プロセスの確からしさが品質不正をなくす鍵

～フィジカルセキュリテイ技術による新たなアプローチ～

（株）日立製作所　野端 芳敬
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